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ドクターヘリを支える頼もしいパートナー　
消防指令センター・防災消防航空隊に聞く

HEM-Net座談会

札
幌
市
消
防
局
の
概
要
状
況

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
概
要
状
況

益
子　
は
じ
め
に
、
札
幌
市
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
札
幌

市
消
防
ヘ
リ
、
北
海
道
防
災
ヘ
リ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ェ
ッ

ト
を
多
角
的
に
運
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
運
用
の
現
状
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

酒
井　
札
幌
市
消
防
局
で
は
、
１
課
13
名
の
三
課
制
の

勤
務
体
制
で
、
24
時
間
、
札
幌
市
内
の
１
１
９
番
通
報

の
受
付
及
び
出
動
指
令
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
平
成
29
年
中
の
通
報
件
数
は
、
総
受
付
件
数

13
万
３
６
１
９
件
、
一
日
あ
た
り
約
３
６
６
件
、
約
３
分

56
秒
に
１
回
の
割
合
で
通
報
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
29
年
中
の
札
幌
市
消
防
ヘ
リ
の
出
動
は
３
４
７

件
、
そ
の
う
ち
救
急
事
案
が
市
外
61
件
を
含
む
２
９
７

件
、
札
幌
市
を
カ
バ
ー
す
る
道
央
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
現

在
概
算
で
す
が
５
０
０
件
程
度
で
そ
の
う
ち
札
幌
市
内
が

30
件
、
北
海
道
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ェ
ッ

ト
は
、
平
成
29
年
７
月
30
日
運
航
開
始
か
ら
現
在
ま
で
20

件
以
上
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
札
幌
市
消
防
局
で
は
ヘ
リ
を
２
機
保
有
し
て
お

浅
あ さ の

野 仁
ひ と し

志 氏
ちば消防共同指令センター 
副センター長
消防司令長 

り
、１
機
が
必
ず
１
年
中
、日
中
運
航
で
き
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
内
の
災
害
・
救
急
事
案
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
札
幌
市
消
防
ヘ
リ
が
全
て
対
応
し
ま
す
が
、
重
複
事
案

が
発
生
し
、
当
局
の
ヘ
リ
が
対
応
出
来
な
い
場
合
の
補
完

体
制
と
し
て
、
救
急
で
は
複
数
傷
病
者
発
生
時
等
を
含
め

て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
災
害
の
場
合
に
は
北
海
道
の
防
災
ヘ

リ
に
応
援
の
要
請
を
し
て
お
り
ま
す
。
当
然
、
災
害
時
に

負
傷
者
が
出
た
場
合
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
ま

す
。

　

札
幌
市
消
防
ヘ
リ
で
の
救
急
搬
送
事
案
に
つ
い
て
は
、

札
幌
市
内
は
定
山
渓
な
ど
を
含
む
地
域
が
広
く
、
三
次
病

院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
５
病
院
に
、
救
急
隊
が
陸
上
搬
送

す
る
の
に
20
分
以
上
か
か
る
地
域
を
、
ヘ
リ
搬
送
に
有
効

益
子　
ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
総
と
君

津
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
そ
し
て
千
葉
市
消
防
ヘ
リ
の
運
用

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
並
び
に
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
運
用
に
つ
い
て
の
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

浅
野　
千
葉
県
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
２
機
と
千
葉
市
消
防

局
の
消
防
ヘ
リ
が
２
機
と
い
う
体
制
で
す
。
県
下
31
消
防

本
部
の
う
ち
20
消
防
本
部
（
局
）
で
構
成
さ
れ
た
、
ち
ば

消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
を
千
葉
市
消
防
局
に
設
置
を
し

て
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
正
式
運
用
に
な
り
ま
し
た
、
人

員
の
配
置
は
、
構
成
消
防
本
部
（
局
）
か
ら
86
名
が
派
遣

さ
れ
て
い
て
、
セ
ン
タ
ー
長
以
下
、
管
理
班
10
名
、
指
令

班
76
名
で
、
指
令
班
の
勤
務
体
制
は
４
部
制
、
各
班
19
名

体
制
で
、
各
班
に
班
長
１
名
、
副
班
長
４
名
、
管
制
員
14

名
、
最
低
人
員
確
保
は
16
名
で
す
、
各
班
に
救
急
救
命
士

を
１
名
か
ら
２
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

常
駐
医
師
と
し
て
、
千
葉
市
で
契
約
し
て
い
る
医
師
が

１
５
０
名
で
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
、
救
命
行
為
の

指
示
や
助
言
、
千
葉
市
以
外
の
構
成
消
防
本
部
（
局
）
の

救
急
隊
へ
の
助
言
等
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
の
件
数
は
年
間
20
万
件
で
、
１
日
約

５
５
０
件
、
火
災
は
年
間
１
８
０
０
件
で
１
日
約
５
件
、

救
急
件
数
は
年
間
15
万
件
で
、
１
日
約
４
０
０
件
で
す
、

ま
た
、
警
防
専
門
部
門
や
総
務
専
門
部
門
で
は
、
様
々
な

課
題
が
山
積
み
の
中
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
が
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
と
一

宮
町
の
釣
ヶ
崎
海
岸
に
決
定
し
て
い
る
こ
と
、
成
田
国
際

空
港
で
は
開
催
期
間
中
に
人
口
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
勤
務
体
制
の
強
化
と
し
て
４
部
制
76
名
を
変

え
る
こ
と
な
く
１
班
あ
た
り
の
管
制
員
を
増
員
さ
せ
る
方

策
や
、
多
言
語
通
訳
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
市
消
防
局
の
ヘ
リ
の
概
要
で
す
が
、
平
成
４
年
４

月
に
東
京
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
基
地
と
し
て
発
足
運
航
を
開
始

し
、
平
成
６
年
４
月
に
は
現
場
へ
の
到
着
時
間
を
短
縮
さ

な
地
域
と
し
て
指
定
し
、
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
出
動

の
要
請
基
準
に
基
づ
き
、
通
報
内
容
が
基
準
に
合
致
し
た

場
合
は
、
す
か
さ
ず
ヘ
リ
の
出
動
を
指
令
し
ま
す
。

　

札
幌
市
内
で
は
ヘ
リ
搬
送
事
案
が
重
複
す
る
こ
と
が
結

構
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
最
初
に
当
局
の
ヘ
リ
に
出

動
指
令
を
し
、
次
に
救
急
の
事
案
が
出
た
場
合
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
、
さ
ら
に
ヘ
リ
が
必
要
な
場
合
は
、

北
海
道
防
災
ヘ
リ
に
要
請
す
る
運
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
札
幌
市
内
か
ら
道
内
外
、

道
内
外
か
ら
札
幌
市
へ
計
画
的
転
院
搬
送
を
行
っ
て
お

り
、
消
防
機
関
が
直
接
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
を
要
請
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
札
幌
市
内
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ジ
ェ
ッ
ト
離
発
着
場
は
丘
珠
空
港
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
空
港
か
ら
病
院
間
を
当
局
の
救
急
車
で
搬
送
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
の
事
例

酒
さ か い

井 清
きよし

氏
札幌市消防局警防部

指令一課  指令担当係長
消防司令

小
お や ま

山 幸
ゆ き は る

治 氏
熊本県防災消防航空隊 
隊長

益
子　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
と
い
う
の
が
大
変

良
く
わ
か
り
ま
す
ね
。
そ
の
運
用
の
中
で
誇
れ
る
よ
う
な

成
功
事
例
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

酒
井　
昨
年
の
事
例
で
す
が
、
札
幌
中
心
部
か
ら
40
キ
ロ

ほ
ど
の
山
間
部
で
隣
接
市
と
の
市
境
付
近
の
道
路
上
に
お

い
て
、
サ
イ
ド
カ
ー
付
き
バ
イ
ク
の
単
独
事
故
に
よ
る
複

数
傷
病
者
発
生
事
案
で
し
た
。
１
１
９
番
通
報
内
容
に
よ

り
、
救
助
出
動
指
令
、
空
路
で
消
防
隊
の
活
動
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
札
幌
市
消
防
ヘ
リ
の
指
令
、
早
期
に
よ
る
医

師
監
察
及
び
陸
路
か
ら
の
搬
送
も
考
慮
し
ド
ク
タ
ー
カ
ー

も
出
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
傷
病
者
で
２
名
重
篤
の

状
況
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
要
請
、
消
防
指
令
管
制
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
現
場
直
近
の
閑
期
の
ス
キ
ー
駐
車
場
を

離
着
陸
場
に
選
定
し
、
重
症
者
を
優
先
し
て
消
防
ヘ
リ
に

医
師
が
乗
り
込
ん
で
搬
送
し
、
次
に
２
人
目
の
患
者
を
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
し
、
３
人
目
は
二
次
対
応
と
な
り
救

益
子　
熊
本
県
で
は
防
災
消
防
航
空
隊
が
防
災
ヘ
リ
と
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
一
体
的
に
運
用
し
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

機
能
の
一
部
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
に
は

Ｈ
Ｅ
Ｍ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
と
し
て
も
大
変
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

２
０
１
４
年
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
小
山
さ
ん
、熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
の
概
要
、

並
び
に
熊
本
型
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

小
山　
熊
本
県
総
合
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
11
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
熊
本
県
の
防
災
計
画
と
し
て
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
大

分
が
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
の
で
、
津
波
の
影
響
を
受
け

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
九
州
の
中
心
に

位
置
し
て
い
る
熊
本
県
の
地
理
的
な
利
点
を
活
か
し
、
九

州
全
域
を
支
え
る
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ

急
隊
が
陸
路
で
搬
送
し
ま
し
た
。
ヘ
リ
２
機
と
陸
路
を
運

用
し
た
事
例
で
す
。
札
幌
は
三
次
救
急
病
院
が
５
病
院
あ

り
、
そ
の
う
ち
４
つ
の
病
院
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
体
制

を
構
築
し
て
お
り
、
市
内
全
域
に
お
い
て
直
近
の
救
急
現

場
に
対
応
で
き
る
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

浅
野　
平
成
29
年
６
月
か
ら
平
成
30
年
５
月
ま
で
に
同
じ

現
場
に
２
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
し
た
事
案
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
現
場
要
請
と
覚
知
要
請
の
２
件
の
事
案
が
あ

り
ま
し
た
。
１
件
目
の
現
場
要
請
は
、
自
動
車
の
単
独
事

故
で
、
負
傷
者
２
名
、
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
現
場
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
、
２
か
所

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
病
院
に
搬
送
し
た
事
例
で
す
、
入

電
か
ら
医
師
接
触
ま
で
北
総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
42
分
、
君
津

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
47
分
で
、
滞
在
時
間
に
つ
い
て
は
、
北
総

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
13
分
、君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
27
分
で
し
た
。

仮
に
陸
路
搬
送
の
場
合
だ
と
、
君
津
中
央
病
院
ま
で
は
１

時
間
、
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
ま
で
は
陸
送
で
行

く
距
離
で
は
な
い
、
よ
っ
て
負
傷
者
２
名
の
根
本
的
治
療

に
大
き
く
影
響
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

２
件
目
の
覚
知
要
請
は
、高
所
作
業
車
が
、地
上
８
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
で
作
業
中
、
車
両
ご
と
転
落
し
て
負
傷
者
２

名
の
事
案
に
な
り
ま
す
、
２
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
覚
知

要
請
し
た
が
、
直
近
の
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
別
事
案
で

出
動
中
で
し
た
が
、
先
着
し
た
北
総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
医

師
か
ら
、
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
呼
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
、
出
動
の
可
否
を
確
認
後
出
動
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
電
か
ら
医
師
接
触
時
間
は
、
北
総
ド
ク
タ
ー
ヘ

タ
ー
等
に
よ
る
災
害
支
援
活
動
の
拠
点
基
地
を
阿
蘇
く
ま

も
と
空
港
に
隣
接
す
る
場
所
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
震
度
７
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
耐
震

性
を
確
保
し
、
災
害
時
に
数
十
名
が
３
日
以
上
活
動
で
き

る
よ
う
大
容
量
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
体
制
も
整
備
、
さ
ら

に
、
災
害
応
援
部
隊
等
の
情
報
収
集
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

運
用
調
整
を
行
う
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
も
備
え
て
い

ま
す
。

　

防
災
消
防
航
空
隊
は
、
熊
本
県
の
総
務
部
消
防
保
安
課

に
属
し
、
組
織
と
し
て
は
、
所
長
が
１
名
、
隊
長
が
１
名
、

副
隊
長
が
２
名
と
、
あ
と
隊
員
が
５
名
で
、
12
消
防
本
部

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
来
て
い
ま
す
。

　

私
は
熊
本
市
消
防
局
か
ら
の
派
遣
で
す
。
運
航
に
関
し

ま
し
て
は
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
操

縦
士
２
名
、
整
備
士
４
名
、
運
航
管
理
１
名
の
計
７
名
を

含
め
、
17
名
体
制
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
搬
送
は
、
年
間
４
０
０
～
５
０
０
件
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
、
防
災
ヘ
リ
の
緊
急
運
航
件
数
は
、
平
成
28
年
度
が

５
２
０
件
、
29
年
度
が
３
４
２
件
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
平
成
24
年
１
月
に
熊
本
赤
十
字
病
院

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
主
に
現
場
救
急
、

防
災
ヘ
リ
は
主
に
病
院
間
搬
送
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
で
き

な
い
と
き
は
相
互
に
補
完
す
る
と
い
う
形
で
運
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、平
成
20
年
に
救
急
医
療
専
門
委
員
会
を
設
置
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
防
災
ヘ
リ
を
ど
う
に
か
し
て
熊
本
県
民

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
の
概
要
状
況

て
、
い
ろ
い
ろ
と
協
議
し
た
結
果
、
熊
本
は
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
防
災
ヘ
リ
の
コ
ラ
ボ
式
で
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
要
請
の
流
れ
は
、
各
消
防
本
部
か
ら
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
よ
る
ヘ
リ
要
請
を
防
災
消
防
航
空
セ
ン
タ
ー
に
一
本

化
し
、
現
場
救
急
で
あ
れ
ば
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
対
応
し
、

病
院
間
搬
送
、
救
助
、
火
災
等
は
防
災
消
防
ヘ
リ
が
対
応

し
ま
す
。

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
情
報
は
「
会
議
通
話
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
り
一
斉
に
９
つ
の
回
線
を
呼
び
出
し
同
時
通
話
が
可
能

で
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
熊
本
赤
十
字
病
院
、
防
災
消

防
ヘ
リ
の
支
援
病
院
で
あ
る
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
、
そ
の

他
に
済
生
会
熊
本
病
院
、
熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院
で

情
報
を
共
有
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
情
報
が
早
く
わ

せ
る
た
め
に
、
千
葉
市
消
防
局
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
千
葉
市
内

に
供
用
を
開
始
し
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
２
機
運
航
体
制

に
移
行
し
ま
し
た
。
１
号
機
は
火
災
上
空
か
ら
の
消
火
活

動
や
救
助
活
動
を
行
い
、
２
号
機
は
救
急
ヘ
リ
と
し
て
も

活
用
が
で
き
、ド
ク
タ
ー
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式
（
Ｄ
Ｐ
Ｕ
）

で
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
千
葉
県
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
に
特
定
医
療
機
関
と
し
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
中
の
運
航
件
数
で
す
が
、
災
害
92
件
、

航
空
隊
業
務
89
件
、
消
防
隊
訓
練
76
件
、
消
防
業
務
13
件
、

一
般
業
務
４
件
、
合
計
２
７
４
件
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
体
制
は
、
北
総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
千

葉
県
の
北
東
部
の
印
西
市
に
位
置
す
る
日
本
医
科
大
学
千

葉
北
総
病
院
を
基
地
病
院
と
し
て
、
２
０
０
１
年
10
月
か

ら
運
用
開
始
し
、
年
間
約
１
２
０
０
件
の
出
動
が
あ
り
、

君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
千
葉
県
南
部
の
木
更
津
市
に
位

置
す
る
君
津
中
央
病
院
を
基
地
病
院
と
し
て
２
０
０
９
年

１
月
か
ら
運
用
開
始
し
年
間
約
５
０
０
件
の
出
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。
出
動
可
能
時
間
は
、
両
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
も

午
前
８
時
30
分
か
ら
夕
方
５
時
30
分
か
日
没
30
分
前
の
ど

ち
ら
か
早
い
方
と
し
て
い
ま
す
。

か
る
利
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
熊
本
県
は
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
大
分
、
熊
本

の
４
県
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
の
で
、
出
動
中
や
運
休
中

な
ど
の
場
合
は
、
４
県
で
補
完
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
阿

蘇
で
の
救
助
事
案
は
、
大
分
防
災
ヘ
リ
に
駆
け
つ
け
て
も

ら
い
救
出
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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益
子　
各
地
域
に
お
け
る
先
駆
的
な
取
組
の
現
状
が
良
く

リ
32
分
、
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
38
分
で
、
本
件
に
お
い
て

も
、
医
師
接
触
時
間
の
短
縮
が
救
命
に
つ
な
が
り
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
２
機
体
制
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
か
ら
、
千

葉
市
消
防
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
救
急
事
案
は
山
岳
救
助
事
案
の
１
件
だ
け
で
す
。
こ

れ
は
君
津
市
の
山
岳
地
区
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
中
に
78
歳
の

男
性
が
卒
倒
し
た
事
案
で
、
消
防
車
両
も
、
救
急
車
両
も

近
づ
け
な
い
狭
路
の
現
場
の
た
め
、
君
津
市
消
防
本
部
が

千
葉
市
消
防
ヘ
リ
を
要
請
し
、
上
空
か
ら
現
場
に
降
り
患

者
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
状
態
）
を
ホ
イ
ス
ト
で
釣
り
上
げ
、
一
番
近

い
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ッ

キ
ン
グ
し
た
事
例
で
、
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

地
域
の
特
徴

理
解
で
き
他
の
地
域
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
に
際
し
て
の
、
雪

国
な
ら
で
は
の
苦
労
話
と
い
う
の
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

酒
井　
や
は
り
天
候
で
す
ね
。
当
然
で
す
が
、
冬
季
は
特

に
吹
雪
等
に
よ
る
気
象
条
件
の
悪
化
に
よ
り
、
止
む
を
得

ず
飛
行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
札
幌
市
内

に
お
い
て
も
気
象
状
況
が
違
う
と
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
象
条
件
や
飛
行
航
路
に
よ
っ
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

飛
べ
る
時
に
札
幌
市
消
防
ヘ
リ
が
飛
べ
な
い
時
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
消
防
指
令
管
制
セ
ン
タ
ー
と
消
防
航
空

隊
並
び
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
Ｃ
Ｓ
と
絶
え
ず
気
象
状
況
の

や
り
取
り
を
し
、
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
内
に
は
２
６
８
箇
所
の
緊
急
離
着
陸
場
が
指
定

し
て
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
降
る
と
全
部
は
使
え
ま
せ
ん
。

冬
季
の
重
点
地
区
離
着
陸
場
と
し
て
25
箇
所
を
確
保
し
て

お
り
、
管
轄
消
防
署
の
消
防
隊
が
毎
日
確
認
し
て
、
状
況

に
応
じ
て
除
雪
や
雪
踏
み
を
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
て
雪

が
積
も
っ
て
い
る
場
合
の
事
案
対
応
に
は
、
雪
国
な
ら
で

は
の
除
雪
道
具
（
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
）
を
使
用
し
て
除
雪
を

し
た
後
に
ヘ
リ
が
着
陸
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

益
子　
千
葉
県
に
は
我
が
国
の
ハ
ブ
空
港
と
も
呼
べ
る
成

田
空
港
が
あ
り
ま
す
が
、機
内
の
急
病
発
生
時
あ
る
い
は
、

航
空
機
災
害
発
生
時
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

浅
野　
成
田
国
際
空
港
は
、
特
殊
地
域
扱
い
と
し
て
、
ち

ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
「
指
令
管
制
の
手
引
き
」

に
１
１
９
番
受
付
時
の
聴
取
要
領
に
つ
い
て
、
通
報
は
ど

こ
か
ら
メ
イ
ン
で
来
て
い
る
か
、
要
請
場
所
の
確
認
や
、

出
動
隊
と
の
合
流
の
場
所
、
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
第
３

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
あ
る
中
で
、
ど
こ
で
合
流
か
、
到
着
は

何
便
か
、
ど
こ
の
ゲ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
か
な
ど
、
非
常
に
細

か
に
通
報
内
容
を
聴
取
す
る
決
め
事
が
あ
る
た
め
、
成
田

国
際
空
港
内
か
ら
１
１
９
番
通
報
を
受
付
す
る
と
、
出
動

車
両
に
指
令
を
か
け
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
で
成
田
国
際
空
港
は
、
開
港
40
年
と
な
り
、

２
０
０
３
年
の
死
亡
事
故
と
２
０
０
９
年
の
オ
ー
バ
ー
ラ

ン
事
故
の
２
件
が
あ
り
ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
千
葉

市
消
防
ヘ
リ
が
出
動
し
て
い
る
事
案
は
１
回
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
救
護
活
動
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
こ
と
を
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
成
田
国
際
空
港
応
援
救

護
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

「
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
」「
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
」

「
Ｎ
Ａ
Ａ
セ
ー
フ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
」
の
３
社
で

平
成
28
年
３
月
に
協
定
し
た
も
の
で
す
。
目
的
は
、
空
港

及
び
周
辺
に
お
い
て
航
空
機
事
故
が
発
生
又
は
恐
れ
が
あ

る
場
合
で
、
応
急
救
護
活
動
を
実
施
す
る
必
要
又
は
想
定

さ
れ
る
場
合
に
は
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
医
科
大

学
千
葉
北
総
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
体
制
の

中
で
、
事
案
の
緊
急
度
に
よ
る
ア
ラ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
設
定

を
す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
協
議
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

と
し
て
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
２
機
と
千
葉
市
消
防
ヘ
リ
の
活

用
が
十
分
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
事
案
と
言
え

ま
す
。
今
後
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
の
精
度
を
高
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

益
子　
防
災
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
連
携
で
は
日
本
一

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
高
い
熊
本
で
す
が
、
素
晴
ら
し
か
っ

た
症
例
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

小
山　
今
年
４
月
に
阿
蘇
で
発
生
し
た
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

で
の
事
故
で
、
ま
ず
、
一
報
が
入
り
、
傷
病
程
度
は
わ
か

ら
ず
、
救
助
と
し
て
出
動
し
ま
し
た
。
一
番
大
事
な
の
は

情
報
で
す
の
で
、
傷
病
程
度
、
意
識
が
あ
る
か
無
い
か
、

シ
ョ
ッ
ク
徴
候
、
骨
盤
骨
折
の
疑
い
や
外
傷
な
ど
に
つ
い

て
、
会
議
通
話
シ
ス
テ
ム
で
、
４
医
療
機
関
が
情
報
を
共

有
し
、
基
地
病
院
が
ス
タ
ン
バ
イ
を
し
ま
す
が
、
防
災
ヘ

リ
で
対
応
し
、
こ
の
事
案
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
ド
ッ
キ
ン

グ
し
て
搬
送
し
ま
し
た
。
他
に
も
防
災
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
案
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

全
国
に
誇
れ
る
運
用
事
案
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災

で
、
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
宮
城
県
石
巻
市
で
活
動
し
た

の
が
熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
な
の
で
す
。
和
歌
山
、
埼

玉
で
給
油
し
て
総
務
省
と
宮
城
県
の
対
策
本
部
と
や
り
と

り
を
し
な
が
ら
、
４
日
間
で
12
フ
ラ
イ
ト
、
79
名
を
ホ
イ

ス
ト
救
助
し
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
年
１
０
０
回
程

度
の
実
動
訓
練
を
し
て
お
り
、
隊
員
全
員
に
危
機
管
理
能

力
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
瞬
時
に
対
応
で
き
る

の
で
す
。
そ
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
い
う
道
具
を
い
か
に

人
命
救
助
に
有
効
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
日
頃

か
ら
訓
練
を
重
ね
、
出
動
件
数
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
だ
か
ら
こ
そ
、
出
来
た
こ
と
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

益
子　
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
、
た
っ
た
の
１
機
で
防
災
ヘ

リ
の
出
動
件
数
が
年
間
５
０
０
件
以
上
と
い
う
、
日
本
一

の
地
域
で
す
し
、
し
か
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
防
災
ヘ
リ
を

一
体
運
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
お
手
本
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
に
続
く
地
域
が
出
て
こ
な

い
の
は
残
念
で
す
ね
。

小
山　
熊
本
市
は
政
令
市
に
な
り
、
熊
本
県
民
１
８
０
万

人
の
う
ち
熊
本
市
民
が
75
万
人
で
、
熊
本
市
内
に
高
次
医

療
機
関
が
集
中
し
て
い
る
ん
で
す
。
他
の
地
域
に
は
高
次

医
療
機
関
が
少
な
く
、
ヘ
リ
を
使
う
と
30
分
以
内
で
カ

バ
ー
が
出
来
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
熊
本
市
に

集
中
し
て
い
る
医
療
機
関
を
県
全
体
で
い
か
に
使
う
か
に

つ
い
て
、
防
災
及
び
医
療
関
係
者
の
意
志
が
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
統
括
し
て
い
る
熊
本
県
の
消
防
保
安
課
や
医

療
政
策
課
の
職
員
も
同
じ
意
識
で
す
。
人
命
に
か
か
わ
る

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
を
含
め
、
会
議
や
研
修
会
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
意
識
が
高
く
な
っ
て
来
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ア
ラ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
設
定
で
す
が
「
イ
エ
ロ
ー
」
が
飛

行
中
の
航
空
機
か
ら
の
情
報
で
緊
急
着
陸
（
機
内
で
急
患

発
生
は
除
く
）
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
場
合
に
状
況
に

応
じ
て
一
定
の
救
護
リ
ソ
ー
ス
を
待
機
さ
せ
る
、「
オ
レ

ン
ジ
」
は
飛
行
中
の
航
空
機
か
ら
の
情
報
で
傷
病
者
が
発

生
す
る
も
し
く
は
発
生
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合

は
、
全
て
の
救
護
リ
ソ
ー
ス
を
待
機
さ
せ
て
着
陸
ま
で
に

有
す
る
時
間
、
乗
員
数
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
等
で
、
救
護

リ
ソ
ー
ス
を
２
段
階
に
細
分
し
て
い
ま
す
、
第
１
段
階
が

病
院
内
で
の
待
機
、第
２
段
階
が
空
港
内
で
の
待
機
で
す
。

「
レ
ッ
ド
」
は
、
離
着
陸
時
の
航
空
機
が
墜
落
等
の
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
で
、
す
べ
て
の
救
護
リ
ソ
ー
ス
を
即
時

に
投
入
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
ア
ラ
ー
ト

が
発
令
さ
れ
た
事
案
は
こ
れ
ま
で
に
１
件
だ
け
で
乱
気
流

疑
い
で
す
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
対
応
時
間
外
で
あ
っ
た
た
め
、

ラ
ピ
ッ
ド
カ
ー
が
出
動
し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、

反
転
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
状
況

益
子　
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
、
消
防
防
災
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
、
海
上
保
安

庁
ヘ
リ
よ
り
89
人
が
広
域
搬
送
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
運
用
に
際
し
て
の
ご
苦
労
話
や
あ
る
い
は
う

ま
く
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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し
た
ヘ
リ
、
Ａ
Ｗ
１
３
９
に
な
り
ま
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
基
地
病
院
で
あ
る
手
稲
渓
仁
会
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
は
大
き
す
ぎ
て
着
陸
で
き
ず
、
病
院
付
近
の
臨
時
離
着

陸
場
を
指
定
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
消
防
と
し
て
は
い

ろ
い
ろ
な
事
に
対
応
で
き
る
の
で
大
型
を
導
入
し
ま
し
た

が
、
他
の
三
次
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
着
陸
可
能
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
新
設
す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
大
型
ヘ
リ
も
着

陸
で
き
る
設
計
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

益
子　
こ
れ
か
ら
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作
る
病
院
に
は
と
て
も

大
切
な
ご
意
見
で
す
ね
。
救
命
救
急
は
１
分
１
秒
が
勝
負

で
す
か
ら
。

浅
野　
最
初
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
病
院
か
ら
指
令
セ

ン
タ
ー
に
、
苦
言
を
呈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、「
無
線
を
呼
び
出
し
て
も
、
指
令
セ

ン
タ
ー
が
出
な
い
」「
続
報
あ
り
と
の
通
報
内
容
で
、
そ

の
後
続
報
が
な
い
」「
現
場
か
ら
の
要
請
で
セ
ン
タ
ー
を

介
し
た
場
合
に
、
要
請
理
由
を
十
分
把
握
し
な
い
で
ヘ
リ

要
請
し
た
の
は
な
ぜ
か
」
な
ど
で
、
そ
の
都
度
、
事
案
を

調
査
し
て
回
答
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
判
断
で
き
、
現
在
は
各
班
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
に
お
い
て
大
き
な
エ
ラ
ー
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
周
知
徹

底
さ
せ
、
同
じ
よ
う
な
事
案
発
生
時
に
は
指
導
管
制
員
を

中
心
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

要
望
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
他
の
事
案
に
出
動
し
て
い

る
の
で
陸
送
で
、
基
地
病
院
へ
搬
送
す
る
よ
う
」
と
指
示

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
際
に
基
地
病
院
に
搬

送
す
る
以
外
に
エ
リ
ア
外
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
呼
ぶ
選
択

が
有
効
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
よ
う
な
指
示
を
積
極

的
に
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
と
指
導
管
制
員
が

疑
問
に
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
、
今
後
は
、
千
葉
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
作
業
部
会
や
事
例
検
討
会
に
お
い
て
意
見
を

提
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
山　
熊
本
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
Ｃ
Ｓ
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
等
、
取
り
決
め
事
項
を
作
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
１
月
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を
開
始
し
て
か

ら
今
ま
で
、様
々
な
研
修
会
や
会
議
を
開
い
て
い
る
の
で
、

特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
連
携
も
と
れ
て
お
り
、
検
討

部
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
、
基
地
病

院
を
含
め
た
４
医
療
機
関
と
県
と
防
災
と
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
討
議
を
し
、
さ
ら
に
統
一
事
項
を
図
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
県
民
の
た
め
の
ヘ
リ
運
航
を
目
指
し
て
一

次
病
院
、
二
次
病
院
、
三
次
病
院
を
含
め
た
ル
ー
ル
を
構

築
し
よ
う
と
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

益
子　
札
幌
や
千
葉
で
は
、
Ｃ
Ｓ
と
の
関
係
性
は
ど
う
で

す
か
。

酒
井　
札
幌
は
、
当
局
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
出
動

の
要
請
基
準
に
基
づ
き
ヘ
リ
の
要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
消
防
指
令
管
制
セ
ン
タ
ー
で
決

め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
Ｃ
Ｓ
に
内
容
等
も
含
め
て
１
回
で
す

べ
て
を
伝
達
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
は
コ
ー
ド
番
号
を
つ
け
、
当
局
と
情
報
を
共
有

し
て
お
り
、
要
請
時
に
は
番
号
と
名
称
及
び
出
動
す
る
支

援
消
防
隊
の
説
明
を
し
、
無
線
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
指
示
し
ま

す
。
現
場
に
向
か
う
間
、
現
場
の
救
急
隊
及
び
支
援
消
防

隊
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
無
線
交
信
す
る
仕
組
み
が
で
き
て

い
ま
す
の
で
、
効
果
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

浅
野　
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
指
令
セ
ン
タ
ー
で
選

定
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
Ｃ
Ｓ
へ
の
連
絡
は
決
定

し
だ
い
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
ン
デ
ブ
ー

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
連
携
に
対
し
て
の

要
望
や
検
討
事
項

益
子　
皆
さ
ま
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
病
院
へ
の
苦
言
や

要
望
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
航

空
医
療
搬
送
の
質
を
更
に
向
上
を
図
る
た
め
に
検
討
す
べ

き
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

酒
井　
特
に
問
題
と
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
札
幌
市
消

防
局
は
平
成
３
年
に
最
初
の
１
機
目
ヘ
リ
を
導
入
、
平
成

21
年
に
２
機
目
の
導
入
と
な
り
、
何
れ
も
ベ
ル
４
１
２
で

し
た
。
平
成
29
年
３
月
に
１
機
目
の
老
朽
化
に
伴
い
更
新

小
山　
平
成
28
年
４
月
14
日
、
16
日
の
熊
本
地
震
に
お
い

て
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
、
そ

し
て
様
々
な
ご
支
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
も
被
災
者
で
し
た
。
ま
さ
か
熊
本
で
、
そ
れ
が
第
一

声
で
し
た
。
震
度
７
の
地
震
が
２
回
あ
り
、
３
回
き
た
ら

壊
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
の
地
震
で
し

た
。

　

21
時
26
分
、
発
災
後
、
１
時
間
以
内
に
職
員
全
員
が
航

空
セ
ン
タ
ー
に
参
集
し
ま
し
た
。
総
務
省
の
方
か
ら
は
何

機
駐
機
出
来
る
か
、
ど
う
い
う
状
況
か
と
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
ヘ
リ
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
隊
員
、
運
航
部
の
全
員
で
確
認
し
た
と
こ
ろ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
断
水
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
電

気
、ガ
ス
は
使
用
可
能
で
非
常
食
の
備
蓄
も
あ
り
ま
し
た
。

施
設
に
つ
い
て
は
事
務
所
、
格
納
庫
、
エ
プ
ロ
ン
駐
機
場

も
何
と
か
使
え
る
状
態
で
あ
り
、
も
っ
と
も
重
要
な
航
空

燃
料
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
ヘ
リ
ベ
ー
ス
を
熊

本
県
防
災
消
防
航
空
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
を
総
務

省
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
緊
急
消
防
援
助
隊
の
受
援
計
画
に
則
っ
て
、
ワ

ン
エ
プ
ロ
ン
で
20
機
駐
機
、
最
終
的
に
、
17
都
道
府
県
の

18
機
と
隊
員
１
０
０
名
程
度
を
受
け
入
れ
て
活
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
の
活
動
は
７
日
間
の
現
場
対
応
で
、消
防
が
18
機
、

自
衛
隊
が
１
２
４
機
、
警
察
が
23
機
、
海
上
保
安
庁
の
ヘ

リ
が
６
機
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
14
機
で
し
た
が
、
消
防
防

災
ヘ
リ
は
全
て
航
空
セ
ン
タ
ー
に
集
結
し
ま
し
た
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
、
現
在
の
「
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に

活
動
拠
点
を
設
け
て
、
自
衛
隊
は
各
駐
屯
地
に
拠
点
を
置

き
ま
し
た
。
対
策
本
部
を
県
庁
に
設
置
し
、
そ
の
中
に
ヘ

リ
運
航
調
整
所
を
設
け
て
、
様
々
な
情
報
を
航
空
セ
ン

タ
ー
に
一
括
収
集
し
て
活
動
し
ま
し
た
。出
動
件
数
77
件
、

延
べ
１
１
９
名
を
救
助
及
び
救
急
搬
送
し
ま
し
た
。
救
助

や
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
防
災
ヘ
リ
が
、
救
急
搬
送
に
つ

い
て
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
対
応
で
き
な
い
分
に
つ
い
て
は

補
完
す
る
と
い
う
状
況
で
、
何
の
困
難
も
な
く
現
場
活
動

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
熊
本
県
受

援
計
画
の
改
正
や
、
受
援
航
空
隊
の
支
援
を
行
う
事
前
計

画
の
作
成
、
各
機
関
の
更
な
る
連
携
強
化
や
、
地
上
活
動

支
援
隊
を
航
空
隊
経
験
者
を
位
置
づ
け
る
な
ど
、
活
動
を

通
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
へ
の
使
用
承
諾
等
に
時
間
を
要
し
て
指
令
セ
ン

タ
ー
側
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
、
そ

の
際
に
Ｃ
Ｓ
か
ら
連
絡
が
来
て
も
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
回
答
が
で
き
な
い
事
も
あ
る
た
め
、
指
令
セ
ン
タ
ー
と

し
て
は
、
連
絡
も
待
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
支
援
車
両
等

も
確
実
に
伝
達
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
北
総
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
エ
リ
ア
の
救
急
隊
と
、
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
エ

リ
ア
の
救
急
隊
が
現
場
か
ら
の
要
請
方
法
に
違
い
が
あ

り
、
北
総
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
エ
リ
ア
の
救
急
隊
は
現
場
か
ら

直
接
要
請
し
て
い
る
の
で
す
が
、
君
津
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
エ

リ
ア
の
救
急
隊
は
指
令
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
要
請
す
る
た

め
、
現
場
か
ら
は
直
接
要
請
し
な
い
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
患
者
情
報
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
た
め
、
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
構
成
消
防
本
部

に
Ｍ
Ｃ
協
議
会
事
務
局
か
ら
書
面
審
議
を
行
い
君
津
エ
リ

ア
の
救
急
隊
か
ら
直
接
要
請
で
き
る
よ
う
統
一
を
図
り
ま

し
た
。

益
子　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
の
質
の
向
上
は
大
変
重
要
な

問
題
で
す
。
皆
様
か
ら
大
変
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た

の
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
円
滑
か
つ
、
効
果
的
な
運
用
を

お
こ
な
う
た
め
に
は
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
読
者
の
皆
様
に
も
ご
理
解

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
ま
さ
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
頼
も

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
日
の
座
談
会
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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消
防

−

C
S

−

ド
ク
タ
ー
の

「
三
者
通
話
」シ
ス
テ
ム

―
―
運
航
開
始
は
い
つ
か
ら
で
し
た

か
。

岩
瀬　
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
で

す
。
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

―
―
導
入
か
ら
の
出
動
件
数
は
ど
う

い
う
変
化
を
辿
り
ま
し
た
か
。

岩
瀬　
１
年
目
は
３
８
２
件
で
し

た
が
、
２
年
目
は
５
０
２
件
。
オ
ー

バ
ー
ト
リ
ア
ー
ジ
で
も
よ
い
の
で
ど

ん
ど
ん
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
一
挙

に
増
え
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
後
は

覚
知
要
請
を
や
り
過
ぎ
た
か
な
と
い

う
こ
と
で
４
０
０
件
台
に
戻
り
ま
し

た
が
、
２
０
１
７
年
度
は
５
３
９
件

に
復
帰
し
ま
し
た
。

―
―
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
と
フ
ラ
イ

ト
ナ
ー
ス
の
人
数
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

岩
瀬　
現
在
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
ド
ク
タ
ー
は
13
名
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
と
し
て

独
り
立
ち
し
て
い
る
の
は
７
人
で

す
。
当
院
は
救
急
科
以
外
の
医
師
が

フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
べ
て
救
急
医

で
す
。
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
は
45
名

地方独立行政法人山梨県立病院機構

山梨県立中央病院
　5月半ば、中央道の勝沼インターチェンジを降りると、あたり一面の葡萄園には
青々しいちいさな葡萄の実がたくさん房をなしていた。甲府盆地を見渡せる病院の
屋上ヘリポートからは、頭にうっすら雪が残る富士山が峠の向こうに見えた。
　導入6年目を迎える、山梨県立中央病院の救命救急センター長岩瀬史明先生と、
総合診療・感染症センター統括部長の井上潤一先生にお話しを伺った。
 （聞き手：篠田 伸夫  HEM-Net理事長）

「
郡
内
」に
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
恩
恵
が

山
梨
県
の
特
有
性

山梨県立中央病院
救命救急センター長

岩瀬  史明 医師

で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中
が
１
人
で
す
。

―
―
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
と
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
の
補
充
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

岩
瀬　
例
え
ば
、
研
修
医
上
が
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
（
専
修

医
と
か
専
攻
医
）
の
場
合
、
２
年
く
ら
い
搭
乗
し
て
も
ら
い
、

救
急
の
専
門
医
が
取
れ
る
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
ら
正

式
に
独
り
立
ち
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ナ
ー
ス
の
場
合
は
、
最

初
来
た
ば
か
り
の
と
き
は
病
棟
の
方
の
業
務
を
や
っ
て
も
ら

い
、
慣
れ
て
き
た
ら
処
療
室
へ
出
て
外
来
も
し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
そ
の
切
り
盛
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
３
年
程

度
は
か
か
り
ま
す
。
そ
の
段
階
で
は
じ
め
て
ナ
ー
ス
と
し
て

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
選
抜
さ
れ
ま
す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て
数
ヶ
月
搭
乗

し
て
、
教
育
的
立
場
の
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
、
フ
ラ
イ
ト
ド
ク

タ
ー
か
ら
承
認
を
も
ら
い
、
独
り
立
ち
で
き
ま
す
。

　

因
み
に
、
当
院
で
は
救
急
救
命
士
も
乗
せ
ま
す
。
山
梨
県

に
は
当
院
し
か
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

救
急
救
命
士
は
全
員
こ
こ
で
研
修
を
受
け
ま
す
。
消
防
の
救

急
隊
員
に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て

乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
で
は
多
分
当
院
だ

け
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
消
防
本
部
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

岩
瀬　
10
本
部
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
都
留
市
、
大

月
市
と
上
野
原
市
は
指
令
室
が
一
緒
で
す
。

―
―
消
防
本
部
に
よ
っ
て
対
応
は
違
い
ま
す
か
。

岩
瀬　
地
元
に
２
次
医
療
機
関
が
あ
る
と
こ
ろ
は
要
請
が

少
な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
富
士
五
湖
と
か
東
山
梨
で
す
。

逆
に
、
大
き
な
病
院
が
な
い
峡
北
地
域
と
か
峡
南
地
域
か
ら

は
要
請
が
ど
ん
ど
ん
来
ま
す
。

―
―
山
梨
県
独
自
の
通
話
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

岩
瀬　
消
防
か
ら
ヘ
リ
要
請
が
入
る
と
、
先
ず
Ｃ
Ｓ
が
対

応
し
、
単
に
「
要
請
で
す
か
」
の
み
確
認
し
ま
す
。
本
要
請

で
あ
れ
ば
次
に
「
行
き
先
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
を
確

認
し
、
エ
ン
ジ
ン
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
作
業

が
終
わ
っ
た
時
点
で
ド
ク
タ
ー
の
出
番
と
な
り
、「
傷
病
者

の
情
報
」
を
把
握
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
「
三
者
通
話
」

と
い
っ
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
三
者
が
会
話
で
き
る
の

が
強
み
で
す
。

―
―
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
で
す
か
。

岩
瀬　
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
消
防

が
覚
知
し
て
か
ら
要
請
が
来
る
ま
で
に
結
構
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
指
令
室
で
詳
し
く
内
容
と
か
場
所
を
聞
い
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
選
定
を
同
時
並
行
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
も
一

因
と
思
い
ま
す
。

―
―
岩
瀬
先
生
は
導
入
時
か
ら
在
職
で
す
が
、
導
入
ま
で
の

ご
苦
労
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
瀬　
そ
う
で
す
ね
、
山
梨
県
は
狭
い
県
な
も
の
で
す
か

ら
、
従
来
か
ら
や
っ
て
い
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
十
分
で
は
な

い
か
と
い
う
認
識
で
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
運
航
を
始

め
た
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ス
ピ
ー
ド
は
す
ご
い
。
や
っ
ぱ
り

ヘ
リ
じ
ゃ
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　

山
梨
県
は
峠
を
境
に
し
て
生
活
圏
が
全
く
違
う
ん
で
す
。

い
わ
ゆ
る
、甲
府
盆
地
を
中
心
と
し
た
「
国
中
（
く
に
な
か
）」

と
峠
の
東
側
の
「
郡
内
（
ぐ
ん
な
い
）」
で
す
。
当
院
は
県
内

唯
一
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
甲
府
市
に
あ
り
ま
す

が
、
以
前
は
全
県
対
象
と
い
っ
て
も
国
中
の
患
者
さ
ん
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
今
で
は
、
郡
内
か
ら
の

患
者
さ
ん
が
激
増
し
ま
し
た
。
郡
内
の
住
民
は
、
導
入
以
前

は
地
元
の
２
次
病
院
に
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。
郡
内
か
ら
だ

と
、
当
院
ま
で
救
急
車
で
１
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
。
で
す

―
―
山
梨
県
特
有
の
患
者
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
瀬　
外
傷
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。
出
動
件
数
の
４
割

か
ら
５
割
く
ら
い
。
多
分
、
日
本
で
も
指
折
り
数
え
る
く
ら

い
に
多
い
で
す
。
内
因
性
の
疾
患
は
２
次
病
院
で
も
対
応
で

き
ま
す
が
、
多
発
外
傷
や
、
重
症
熱
傷
を
診
る
こ
と
が
で
き

る
病
院
は
当
院
し
か
な
い
の
で
、
全
て
当
院
に
搬
送
さ
れ
ま

す
。
外
傷
の
原
因
で
す
が
、
山
梨
県
は
果
樹
園
が
多
く
、
高

い
所
で
の
作
業
で
お
年
寄
り
が
転
落
す
る
事
故
が
多
い
。
脚

立
に
昇
っ
て
、
桃
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
を
80
歳
や
90
歳
の
方

が
農
作
業
す
る
ん
で
す
。
そ
の
他
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
脚
を
巻

き
込
ま
れ
た
な
ど
の
外
傷
も
結
構
あ
り
ま
す
。

―
―
山
に
囲
ま
れ
た
県
で
す
か
ら
、
山
岳
遭
難
事
故
も
結
構

あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

岩
瀬　
山
岳
事
故
は
防
災
ヘ
リ
が
対
応
す
る
の
で
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
要
請
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
山
梨
県
の
場

合
、
遭
難
者
か
ら
県
警
ヘ
リ
に
１
１
０
番
が
か
か
っ
て
も
、

ケ
ガ
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
れ
ば
防
災
ヘ
リ
に
出
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
警
ヘ
リ
に
は
救
急
隊
員
が
乗
っ

て
お
ら
ず
、
処
置
が
出
来
な
い
か
ら
で
す
。
山
岳
遭
難
は
ホ

イ
ス
ト
に
よ
る
救
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
防
災
ヘ
リ

の
出
番
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
や
富
士
山
の
４

―
―
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

岩
瀬　
４
０
０
以
上
あ
り
ま
す
、
た
だ
、
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
散
水
が

必
要
な
た
め
、
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
公
園
、
駐

車
場
、
広
場
な
ど
、
芝
生
だ
っ
た
り
、
舗
装
が
し
て
あ
る
と

こ
ろ
が
多
い
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
山
梨
県
内
に
は
ゴ
ル
フ

場
が
50
く
ら
い
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
県
と
ゴ
ル
フ
場
支

配
人
協
会
が
協
定
を
結
び
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
降
り
ら
れ
る

と
こ
ろ
を
広
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
一

挙
に
増
え
ま
す
。

か
ら
救
急
車
で
運
ば
れ
る
の
は
年
に
数
人
し
か
い
な
か
っ

た
。
導
入
２
年
目
に
出
動
件
数
が
増
え
た
の
は
郡
内
か
ら
の

激
増
が
影
響
し
た
も
の
な
ん
で
す
。
導
入
以
前
は
、
郡
内
の

住
民
は
神
奈
川
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
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山梨県立中央病院
救命救急センター科長
総合診療・感染症センター長

井上 潤一医師

A
M
R
M
訓
練
の
標
準
化
が
重
要

―
―
他
の
基
地
病
院
な
ど
で
A
M
R
M
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

井
上　
運
航
会
社
主
催
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ス
タ
ッ
フ
向
け

の
A
M
R
M
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

基
地
病
院
で
A
M
R
M
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

ま
だ
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
運
航
を
続
け
て
い
け
ば
必
ず
何
ら
か
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
回
避
、
も
し
く
は

最
小
限
の
被
害
で
抑
え
る
に
は
地
上
を
含
む
チ
ー
ム
ワ
ー

―
―
安
全
運
航
の
取
り
組
み
と
し
て
A
M
R
M
訓
練
を
実

施
な
さ
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
詳
し
く
ご
説
明
く
だ
さ

い
。

井
上　
導
入
6
年
目
を
迎
え
、出
動
件
数
は
増
加
す
る
一
方
、

運
航
側
・
病
院
側
両
者
の
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
、

安
全
な
運
航
と
活
動
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
6
月
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
操
縦
士
の
乗
務
要
件
等
に

係
る
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
基
準
で
は
、
そ
の

訓
練
要
件
に
「
関
係
機
関
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
」
と
し
て

「
C
R
M
、
A
M
R
M
」
が
あ
り
、
任
用
訓
練
お
よ
び
1
年

ご
と
の
定
期
訓
練
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（Crew

 Resource M
anagem

ent
）」
と
い
う

概
念
は
、
航
空
機
事
故
の
多
く
が
乗
務
員
間
の
事
象
に
対
す

る
認
識
の
不
一
致
や
不
十
分
な
意
思
疎
通
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来

ク
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、

A
M
R
M
訓
練

は
そ
の
形
成
に

と
て
も
有
用
だ

と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
に
医
療

側
も
積
極
的
に

関
与
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
消
防
、
警
察
、
フ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
、

病
院
職
員
な
ど
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
地
上
職
も
含

め
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
関
係
す
る
全
て
の
方
々
と
安
全
意
識
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
指
導
す
る
側
も
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る

の
が
効
果
的
な
の
か
、
何
を
ど
う
評
価
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
の
が
よ
い
の
か
な
ど
、
試
行
錯
誤
の
部
分
も
あ
り
ま

す
。
日
本
航
空
医
療
学
会
や
H
E
M

－

N
e
t
に
は
標
準

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
や
指
導
者
養
成
な
ど
A
M
R
M

訓
練
を
推
進
す
る
活
動
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

―
―
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
そ
の
地
域
、
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
有

り
様
が
違
う
ん
だ
な
あ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
A
M
R
M
に
つ
い
て
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
、
H
E
M

-

N
e
t
と

し
て
何
が
で
き
る
か
、
日
本
航
空
医
療
学
会
と
協
議
し
な
が

ら
研
究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

AMRM訓練映像

A
M
R
M
訓
練
を
月
1
回
実
施

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
け
が
操
縦
技
量
を
磨
く
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
訓
練
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
乗
員
全
員
が
状
況
認

識
や
意
思
決
定
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
訓
練
を

受
け
、
チ
ー
ム
と
し
て
十
分
な
能
力
が
発
揮
で
き
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
Ｃ

Ｒ
Ｍ
を
医
療
目
的
の
航
空
機
運
用
に
応
用
し
た
も
の
が
「
Ａ

Ｍ
Ｒ
Ｍ
（A

ir M
edical Resource M

anagem
ent

）」
で

す
。

　

運
航
会
社
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
ご
と
に
定
期
的
に
訓
練
を

す
る
よ
う
で
す
が
、
山
梨
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
月
に
1

回
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
す
る
A
M
R
M
訓
練
と
し
て 

t
a
b
l
e 

L
O
F
T（
机
上
で
行
う
緊
急
事
態
想
定
訓
練
）

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
搭
乗
者
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
緊
急
時
に
瞬
時
に
協
力
体
制
を
組
み
、
自

分
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
お
互
い
に
出
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
養
う
こ
と
が
、私
た
ち
が
行
う
A
M
R
M
の
目
的
で
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
す
る
の
で
す
か
。

井
上　
１
回
の
訓
練
時
間
は
約
90
分
ほ
ど
で
す
。
訓
練
に
参

加
す
る
の
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
整
備
士
、
C
S
、
フ
ラ
イ
ト

ド
ク
タ
ー
、
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
、
病
院
実
習
中
の
救
急
救
命

士
等
で
す
。
司
会
進
行
は
ベ
テ
ラ
ン
の
機
長
が
担
当
し
ま
す
。

　

前
方
に
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
、
そ
の
後
方
に
機
内
を
模
し
て
イ

ス
を
配
置
し
被
訓
練
者
が
座
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
ダ
ミ
ー

を
使
用
し
ま
す
。
ほ
か
の
参
加
者
は
訓
練
の
様
子
を
周
り
か

ら
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
毎
回
15
分
ほ
ど
の

A
M
R
M
に
関
す
る
講
義
の
あ
と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

形
式
で
、
通
常
飛
行
か
ら
計
器
の
異
常
や
機
体
ト
ラ
ブ
ル
、

医
療
機
材
の
故
障
な
ど
か
ら
緊
急
着
陸
、
搬
送
患
者
の
引
き

継
ぎ
に
至
る
シ
ナ
リ
オ
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
被
訓
練
者
の

対
応
に
つ
い
て
、
適
宜
司
会
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
ま

た
見
学
者
を
含
む
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。

　

例
え
ば
、
患
者
搬
送
途
上
中
の
機
内
で
の
火
災
を
想
定
し

ま
す
。
そ
の
場
合
、
火
災
発
生
の
認
知
と
共
有
、
機
長
は
緊

急
着
陸
の
準
備
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
酸
素
の
遮
断
と
消
火
、

患
者
の
安
全
確
保
、
基
地
病
院
等
へ
の
緊
急
通
信
、
耐
衝
撃

姿
勢
の
確
保
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
全
員
が
瞬
時
に
頭
に
思

い
浮
か
べ
、
か
つ
実
行
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
通
常
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

離
着
陸
時
の
見
張
り
な
ど
基
本
の
安
全
確
認
行
為
も
こ
の
訓

練
を
通
し
て
徹
底
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
訓
練
の
小

道
具
は
山
梨
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
会
社
、（
株
）
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
の
中
込
機
長
が
全
て
自
前
で
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

高
速
道
路
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

―
―
道
路
上
に
着
陸
し
た
事
例
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
瀬　
２
０
１
２
年
12
月
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
の
時

は
、
上
下
線
と
も
通
行
止
め
に
な
っ
た
の
で
高
速
道
路
本
線

上
に
降
り
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
高
速
道
路
本
線
上
に
は

着
陸
で
き
る
と
こ
ろ
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
に

情
報
が
入
る
と
、
す
ぐ
に
交
通
規
制
を
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
最
優
先
に
す
る
。
警
察
と
の
連
携
が
と
て
も
良
く
で
き

て
い
る
ん
で
す
。
症
例
検
討
会
な
ど
に
警
察
も
参
加
し
て
も

ら
う
な
ど
し
て
、
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

岩
瀬　
以
前
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
症
例
検
討
会
に
警

察
に
も
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
災
害
や
多
数
傷

病
者
発
生
時
の
訓
練
な
ど
を
合
同
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
さ
ん
も
協
力
的
で
、高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
そ
れ
以
外
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
作
業
ヤ
ー
ド
に
降

り
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
救
急
車
や
消
防

車
に
僕
等
が
乗
り
、
高
速
道
路
の
現
場
に
行
く
わ
け
で
す
。

―
―
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
機
体
に
面
白
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
で
す
か
。

岩
瀬　
気
が
付
い
て
い
た
だ
け

ま
し
た
か
。
こ
れ
は
宮
崎
駿
さ

ん
が
特
別
に
描
い
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
で
す
。
日
本
で
唯
一
で

す
。
実
は
、
宮
崎
さ
ん
を
直
接

知
っ
て
い
る
方
が
私
の
知
り
合
い
に
い
ま
し
た
の
で
、
当
方

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
宮
崎
さ
ん
に
直
接
頼
ん
で

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
雲
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
も
の
で

す
が
、
如
何
に
も
空
を
飛
ぶ
の
が
大
好
き
な
宮
崎
さ
ん
ら
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
大
変
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

う
い
う
熱
心
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
が
い
な
い
と
、
訓
練
が
必

要
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
を
重
ね
る
中
で
、
A
M
R
M
訓
練
の
重
要
性
を
参

加
者
全
員
が
認
識
す
る
と
と
も
に
、
運
航
ク
ル
ー
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
深
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
訓
練
の
成
果
と
し
て
、
緊
急
度
に
応
じ
た
カ

ラ
ー
コ
ー
ド
の
設
定
や
、緊
急
時
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
、

さ
ら
に
毎
朝
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
点
検
に
も
新
た
な
安
全

確
保
操
作
を
組
み
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
現
在
県

内
に
は
10
の
消
防
本
部
が
あ
り
ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
た
消
防
本
部
以
外
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
ど
こ
を
飛
ん

で
い
る
か
全
く
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
た
め

飛
行
中
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
緊
急
着
陸
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
着
陸
地
点
の
消
防
本
部
に
ど
う
連
絡
す
る
か
、
消
火

対
応
や
搬
送
患
者
は
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

合
目
、
５
合
目
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
標
高
が

高
く
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
着
陸
で
き
な
い
の
で
、
防
災
ヘ
リ

と
県
警
ヘ
リ
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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2
0
1
8
年
3
月
11
日
、
日
曜
日
に
事
故
は
起
き
た
。

　
そ
れ
か
ら
2
か
月
後
の
5
月
11
日
、
取
材
班
は
山
梨
県
立
中
央
病

院
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
先
の
ツ
ル
虎
ノ
門
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
に
転
院
な
さ
っ
た
磯
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
都
内
に
住
ん
で
い
た
娘
さ
ん
が
、
地
元
、
大
月
に
戻
る
と
い
う
こ

と
で
、
磯
田
さ
ん
は
土
日
の
2
日
間
、
引
っ
越
し
の
手
伝
い
の
た
め
、

レ
ン
タ
カ
ー
で
大
月
と
都
内
を
往
復
し
て
い
た
。

「
朝
8
時
半
に
都
内
に
行
き
、
午
後
1
時
頃
、
大
月
に
戻
っ
て
駅
前

の
レ
ン
タ
カ
ー
屋
さ
ん
に
車
を
返
し
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自

分
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
、
自
宅
に
帰
ろ
う
し
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
ん
で
す
。
自
宅
に
ほ
ど
近
い
、
い
つ
も
通
い
な
れ
た
道
で
し
た

が
、
…
…
急
に
意
識
が
な
く
な
っ
て
…
…
」。
そ
の
ま
ま
、
緩
い
カ
ー

ブ
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
駐
車
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

に
正
面
か
ら
激
突
し
た
。

「
そ
の
瞬
間
何
が
起
き
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
疲
れ
て
い

た
の
か
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。
ぶ
つ
か
る
前
ま
で
は
記
憶
が
な
い
の

で
す
が
、
ぶ
つ
か
っ
た
後
は
意
識
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
エ
ア
バ
ッ
グ

が
開
く
と
き
の
火
薬
の
臭
い
も
覚
え
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
お
腹
が

痛
く
て
。
後
で
わ
か
り
ま
し
た
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
圧
迫
さ
れ
、

小
腸
が
傷
つ
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
右
足
も
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
と
こ
ろ
に
挟
ま
っ
て
、
骨
折
し
て
い
た
の
で
す
が
、
足
よ
り
お
腹

が
痛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
激
突
し
た
時
の
衝
撃
の
音
を

聞
き
つ
け
、
近
所
の
人
が
駆
け
つ
け
て
通
報
し
て
く
れ
た
。

「
現
場
近
く
の
教
員
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
が
通
報
し
て
く
れ
た
よ

う
で
す
が
、
や
っ
と
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
昨
日
見
に
行
く
と
、

そ
の
教
員
住
宅
は
3
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
鎖
と
な
っ
て
い
て
誰
も
住
ん

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
」。
残
念
な
が
ら
、
通
報
し
て
く
れ
た
方
に
は

お
礼
も
言
え
ず
、
未
だ
に
行
方
が
わ
か
ら
な
い
と
磯
田
さ
ん
。

「
し
ば
ら
く
し
て
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
来
て
、
車
の
中
に
閉
じ
込
め

磯田  和也さん（59歳）
大月市在住

ら
れ
た
私
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
救
急
車
に
乗
る
と
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
呼
び
ま
す
か
ら
と
言
わ
れ
、
近
く
の
野
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ま
で
行
き
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
り
ま
し
た
」。

　
そ
の
時
の
状
況
を
岩
瀬
先
生
は
「
救
急
隊
が
現
着
す
る
と
、
お
腹

を
か
な
り
痛
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
。
医

師
接
触
後
、
腹
部
超
音
波
検
査
で
腹
腔
内
出
血
を
確
認
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
た
め
、
輸
液
を
し
、
血
圧
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に

処
置
を
し
て
、
基
地
病
院
に
連
れ
て
帰
り
ま
し
た
。
病
院
到
着
後
も

シ
ョ
ッ
ク
状
態
が
続
く
た
め
救
急
処
療
室
で
緊
急
開
腹
手
術
を
行

い
、
腸
間
膜
か
ら
の
出
血
を
止
血
、
お
腹
を
閉
じ
る
と
同
時
に
、
足

の
骨
折
の
手
術
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
C
T
を
撮
っ
た
ら
大
動

脈
損
傷
が
わ
か
り
、
翌
日
に
ス
テ
ン
ト
治
療
を
し
ま
し
た
」。

　
手
術
後
の
経
過
は
良
好
で
17
日
に
一
般
病
棟
に
移
り
、
22
日
に
も

う
一
度
、
足
の
骨
折
の
手
術
を
受
け
、
29
日
に
現
在
の
リ
ハ
ビ
リ
病

院
に
転
院
と
な
っ
た
。

　
郡
内
地
方
は
、
県
立
中
央
病
院
ま
で
は
救
急
車
で
1
時
間
は
か
か

る
た
め
、
山
梨
県
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
る
以
前
は
、
神
奈

川
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
出
動
し
て
も
ら
っ
て
い
た
と
、
岩
瀬
先
生

は
話
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、「
国

中
」「
郡
内
」
の
峠
を
な
く

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
早
く
退
院
し
て
仕
事
に
復

帰
し
た
い
」
と
話
す
磯
田

さ
ん
。
ぜ
ひ
娘
さ
ん
の
た

め
に
も
、早
く
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

「国中」「郡内」の
峠をなくしたドクターヘリ

13:39　消防覚知
13:48　救急隊現着
13:49　救急隊接触
13:51　ドクターヘリ要請
13:54　病院ヘリポート離陸
14:09　医師接触
14:20　ランデブーポイント離陸
14:33　ヘリポート着陸

ドクターヘリ搬送の経緯
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14 13

●2017年度 ドクターヘリ出動実績 （2017年4月1日～2018年3月31日）

地域 拠点病院 運航開始 出動
件数

前年度
出動件数

現場
出動

診療人数
（交通事故）

拠点病院以外への
搬送人数（%）

北海道道央 医療法人渓仁会　手稲渓仁会病院 2005年  4月 448 411 302 355（37） 147（41.4）
北海道道北 旭川赤十字病院 2009年10月 487 464 251 438（99） 225（51.4）
北海道道東 市立釧路総合病院・釧路孝仁会記念病院 2009年10月 415 427 267 345（66） 174（50.4）
北海道南部 市立函館病院 2015年  2月 424 352 222 394（14） 192（48.7）
青森県北部 青森県立中央病院 2012年10月 351 362 244 338（51） 134（39.6）
青森県東部 八戸市立市民病院 2009年  3月 409 494 301 381（51） 80（21.0）
秋田県 秋田赤十字病院 2012年  1月 258 267 147 240（28） 144（60.0）
岩手県 岩手医科大学附属病院 2012年  5月 399 415 269 348（62） 158（45.4）
山形県 山形県立中央病院 2012年11月 280 324 206 243（39） 131（53.9）
宮城県 仙台医療センター・東北大学病院 2016年10月 254 50 175 238（45） 113（47.5）
福島県 公立大学法人　福島県立医科大学附属病院 2008年  1月 398 350 325 371（97） 257（69.3）
新潟県 新潟大学医歯学総合病院 2012年10月 573 533 435 505（77） 276（54.7）
新潟県 長岡赤十字病院 2017年  3月 444 5 339 402（83） 250（62.2）
富山県 富山県立中央病院 2015年  8月 660 730 477 560（63） 396（70.7）
茨城県 水戸済生会総合病院・国立病院機構 水戸医療センター 2010年  7月 734 694 561 659（141） 383（58.1）
群馬県 前橋赤十字病院 2009年  2月 956 776 673 788（172） 397（50.4）
栃木県 獨協医科大学病院 2010年  1月 744 772 590 593（82） 253（42.7）
埼玉県 埼玉医科大学総合医療センター 2007年10月 553 387 493 543（153） 221（40.7）
千葉県北部 日本医科大学千葉北総病院 2001年10月 1233 1248 1003 1122（340） 431（38.4）
千葉県南部 君津中央病院 2009年  1月 443 500 350 394（86） 273（69.3）
神奈川県 東海大学医学部付属病院 2002年  7月 213 212 172 211（37） 31（14.7）
山梨県 山梨県立中央病院 2012年  4月 539 493 422 503（124） 104（20.7）
静岡県東部 順天堂大学医学部附属静岡病院 2004年  3月 1175 1018 882 1153（202） 394（34.2）
静岡県西部 聖隷三方原病院 2001年10月 485 565 335 373（67） 207（55.5）
長野県東部 長野県厚生農業協同組合連合会　佐久総合病院 2005年  7月 381 390 323 358（43） 194（54.2）
長野県西部 信州大学医学部附属病院 2011年10月 469 478 322 438（55） 235（53.7）
岐阜県 岐阜大学医学部附属病院 2011年  2月 517 392 267 465（80） 231（49.7）
愛知県 愛知医科大学病院 2002年  1月 401 343 283 327（75） 164（50.2）
三重県 三重大学医学部附属病院・伊勢赤十字病院 2012年  2月 426 421 290 385（59） 205（53.2）
滋賀県 済生会滋賀県病院 2015年  4月 450 472 341 391（100） 237（60.6）
大阪府 国立大学法人　大阪大学医学部附属病院 2008年  1月 147 146 109 139（38） 89（64.0）
奈良県 奈良県立医科大学附属病院・南奈良総合医療センター 2017年  3月 389 10 306 343（46） 193（56.3）
和歌山県 和歌山県立医科大学附属病院 2003年  1月 411 452 301 399（91） 107（26.8）
兵庫県北部 公立豊岡病院組合立豊岡病院 2010年  4月 2166 1926 1489 1578（195） 172（10.9）
兵庫県南部 兵庫県立加古川医療センター・製鉄記念広畑病院 2013年11月 684 624 546 593（165） 383（64.6）
岡山県 川崎医科大学附属病院 2001年  4月 362 376 225 348（75） 115（33.0）
鳥取県 鳥取大学医学部附属病院 2018年  3月 4 ‒ 3 4（1） 0（0.0）
島根県 島根県立中央病院 2011年  6月 565 615 276 497（59） 257（51.7）
広島県 広島大学病院・県立広島病院 2013年  5月 342 367 246 323（77） 269（83.3
山口県 山口大学医学部附属病院 2011年  1月 327 312 128 310（37） 143（46.1）
徳島県 徳島県立中央病院 2012年10月 499 443 327 480（66） 256（53.3）
高知県 高知県・高知市病院企業団立 高知医療センター 2011年  3月 749 806 475 686（96） 257（37.5）
愛媛県 愛媛県立中央病院・愛媛大学医学部附属病院 2017年  2月 259 33 145 238（57） 105（44.1）
福岡県 久留米大学病院 2002年  2月 305 326 227 306（98） 176（57.5）
大分県 大分大学医学部附属病院 2012年10月 519 514 356 459（82） 189（41.2）
佐賀県 佐賀大学医学部附属病院・佐賀県医療センター好生館 2014年  1月 478 415 350 417（104） 246（59.0）
宮崎県 宮崎大学医学部附属病院 2012年  4月 408 406 246 420（131） 194（46.2）
長崎県 国立病院機構長崎医療センター 2006年  6月 833 794 478 689（102） 465（67.5）
熊本県 熊本赤十字病院 2012年  1月 661 728 527 628（104） 303（48.2）
鹿児島県 鹿児島市立病院 2011年12月 1144 898 738 888（146） 572（64.4）
鹿児島県 鹿児島県立大島病院 2016年12月 523 87 230 492（28） 168（34.1）
沖縄県 浦添総合病院 2008年12月 607 492 187 521（35） 371（71.2）

合　　計 27,901 25,115 19,182 24,619（4461） 11,667（47.4）



篠
田　
導
入
後
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
２

つ
の
企
画
を
お
考
え
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
進

捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

日
下　
砂
塵
が
舞
い
上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
全
面
に
芝
生
を
植

え
よ
う
と
い
う
の
で
、
２
年
前
に
大
津
小
学
校
に
植
え
ま
し

た
。
た
だ
、
市
内
の
学
校
は
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
使
わ
な
い
方
針
の
よ
う
で
す
。

中
川　
遠
方
の
学
校
の
校
庭
に
つ
い
て
は
県
の
事
業
と
し
て

芝
生
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
か
な
り
前
か
ら
予
算
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

篠
田　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
も
う
一
つ
の
企
画
と

し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
子

供
達
を
対
象
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
会
を
開
催
し
よ
う
と
お

考
え
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
ち
ら
は
ど
う
で
す
か
。

出
雲　
こ
れ
に
は
少
し
障
害
が
あ
り
断
念
し
ま
し
た
。
空
港

は
管
制
や
保
安
の
問
題
が
あ
り
ま
す
し
、
病
院
内
で
は
基
本

的
に
子
供
達
に
感
染
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
の
で
慎
重
に
な

り
ま
し
た
。
一
度
、
空
港
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
関
係
者
だ
け
で
見

学
会
を
行
っ
た
だ
け
で
す
。

篠
田　
５
年
前
に
伺
っ
た
と
き
、
中
川
先
生
は
「
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
使
い
勝
手
が
悪
い
。
島
根
県
の
た
め
に
は
地
域
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
多
目
的
な
使
い
方
が
出
来
る
ヘ
リ
が
欲
し
い

ん
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
も
同
じ
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

中
川　
そ
う
で
す
ね
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
地
域
偏

在
が
き
つ
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
こ
そ
必
要
だ
と
思
い
ま

す
け
ど
も
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
ヘ
リ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
と
き
に
厚
労
省
に
相
談
し
た
ら
、
４
０
０
回
程
度
や
っ

て
後
は
勝
手
に
使
え
ば
い
い
の
で
す
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

導
入
し
た
ら
ど
う
で
す
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
そ
の
気

に
な
っ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
た
の
で
す
が
、
年
間

６
０
０
超
も
飛
ん
で
い
る
現
状
で
は
そ
う
い
う
使
い
方
は

ち
ょ
っ
と
無
理
か
な
と
。
現
場
を
見
て
い
る
か
ら
余
計
に
何

も
言
え
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
も
う
１
機
必
要
だ
な
っ
て
い

う
の
は
、
今
も
考
え
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
た
と
え
ば
、
西
部

の
方
だ
け
で
も
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
医
療
チ
ー
ム
を
送
っ
て

大
き
な
手
術
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
や
っ
て
よ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
僕
も
島
根
医
大
に
い
る
頃
、
津
和
野
に
応
援
に

行
き
ま
し
た
け
ど
、
行
き
来
だ
け
で
も
大
変
で
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
１
泊
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
デ
リ
バ

リ
ー
ヘ
リ
の
形
で
、
朝
送
っ
て
も
ら
っ
て
夕
方
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
帰
っ
て
も
ら
え
ば
、
自
分
の
仕
事
が
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
う
い
う
目
的
で
使
お
う
と
す
る
と
、
な
か
な
か
今
の

状
況
で
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
隠
岐
に
つ
い
て
は
、
本
土
で

手
術
が
終
わ
っ
た
患
者
さ
ん
を
隠
岐
に
送
り
返
す
、
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
週
に
何
回
か
民
間
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て

来
て
も
ら
う
の
は
あ
り
得
る
か
な
と
。

篠
田　
そ
う
し
た
ヘ
リ
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
よ
う
な
手
厚

い
財
政
措
置
の
仕
組
み
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
川　
何
か
の
補
助
金
。
総
務
省
か
ら
過
疎
対
策
と
し
て
、

あ
る
い
は
厚
労
省
か
ら
補
助
金
を
探
す
。
そ
れ
で
や
る
し
か

な
い
の
か
な
と
。
た
だ
、
自
前
で
結
構
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
こ
ま
で
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
で
す
よ
ね
。

篠
田　
そ
の
辺
の
必
要
性
の
調
査
だ
と
か
は
ま
だ
研
究
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
川　
や
っ
て
い
な
い
で
す
、
最
近
は
広
域
連
携
が
始
ま
り

ま
し
た
か
ら
、
そ
っ
ち
の
方
で
一
段
落
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
西
の
方
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
生
活
圏
が
近
い
広
島

県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
。
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
西
の
方
に
医
療
チ
ー
ム
を
送

る
よ
り
は
広
島
県
に
や
っ
て
も
ら
う
方
が
い
い
。
本
人
も
家

族
も
便
利
だ
と
い
う
形
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
。
西

の
方
は
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
必
要
な
の

は
、
隠
岐
で
す
。

篠
田　
中
川
先
生
は
「
県
境
は
意
味
が
な
い
ん
だ
、
生
活
圏

こ
そ
重
要
な
ん
だ
」
と
い
う
の
が
持
論
で
、
非
常
に
素
晴
ら

し
い
お
考
え
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
、
正
に
そ
の
お
考
え

が
実
現
し
、
石
見
地
方
は
広
島
県
と
の
広
域
連
携
で
カ
バ
ー

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

対
し
て
世
論
効
果
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
単
年
度
制
で
ク
ラ
ブ
毎
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
単
体
で
は
社
会
性
や
世
論
効
果
に
限
界
が
あ
る
。
そ

こ
で
、３
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
一
つ
に
な
っ
て
、や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
賛
否
両
論
は
あ

り
ま
し
た
が
（
笑
）。

導
入
後
の
支
援
の
現
状
は

広
域
連
携
に
よ
っ
て
生
活
圏
を
守
る

島根県ドクターヘリ
導入促進運動10周年記念座談会

座談会出席者 島根県病院事業管理者　中川 正久氏
 出雲ライオンズクラブ会長　出雲 正樹氏
 出雲中央ライオンズクラブ会長　日下 眞二氏
 出雲南ライオンズクラブ会長　持田 昇氏
 司会　篠田 伸夫　HEM-Net理事長

全国稀にみる市民運動によってドクターヘリが導入された島根県。
導入7年後にみるドクターヘリの動向と、島根県ならではの医療について伺った。

篠
田　
２
０
１
３
年
の
春
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
グ
ラ
フ
第
27

号
の
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
最
前
線
」
の
取
材
で
島
根
県
立
中
央

病
院
を
訪
問
し
た
際
、『
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
を
語
る
―
島

根
』
と
題
し
て
座
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
熱
心
な
働
き
か
け
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
結

実
と
い
う
、
全
国
で
も
全
く
例
の
な
い
運
動
に
つ
い
て
お
話

を
伺
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
５
年
、
再
度
、
座
談
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

改
め
て
お
訊
き
し
ま
す
が
、
３
ク
ラ
ブ
が
一
緒
に
な
っ
て

の
活
動
と
い
う
の
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
以
外
に
も
何
か
ご

ざ
い
ま
し
た
か
。

出
雲　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
合
同
で
成
し
遂
げ
た

の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。

日
下　
清
掃
活
動
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

篠
田　
そ
も
そ
も
３
ク
ラ
ブ
で
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

導
入
を
促
進
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
言
い
出
さ
れ
た
の
は
ど

な
た
で
す
か
。

出
雲　
私
で
す
（
笑
）。
実
は
出
身
地
で
あ
る
県
西
部
の
益

田
市
周
辺
圏
域
は
医
療
崩
壊
を
起
こ
し
た
ほ
ど
医
療
過
疎
地

で
し
た
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
県
税
が
同
じ
で
は
割
に
合
わ

な
い
の
で
は
な
い
か
、
県
民
は
平
等
に
医
療
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
せ
め
て
救
急
医
療
だ
け
で
も
何

と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
っ
た
の
が
原
点
な
ん
で
す
。

篠
田　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
県
西
部
、
つ
ま
り
石
見
地
方
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
旗
揚
げ
を
す
る
の
が
筋
の
よ
う
に
思
う

の
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

出
雲　
医
療
機
関
が
集
中
し
、
医
療
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

地
域
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
声
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
県
に

な
ぜ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

　
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
か

し
ま
ね
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
ま
め
ネ
ッ
ト
」

篠
田　
中
川
先
生
は
医
療
情
報
の
共
有
化
の
重
要
性
も
力
説

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川　
島
根
県
は
、
患
者
さ
ん
の
診
療
情
報
を
地
域
の
医
療

機
関
で
共
有
す
る
仕
組
み
を
５
年
前
に
ほ
ぼ
完
璧
に
作
り
あ

げ
ま
し
た
。
厚
労
省
も
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
や
れ
と
応
援

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
ま
め
ネ
ッ
ト
」（「
ま
め
」
と
は
元
気
の

意
味
）
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
患
者
を

写真左から　持田 昇氏、日下 眞二氏、篠田 伸夫氏、中川 正久氏、出雲 正樹氏
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鳥取県　ドクターヘリ運航開始
県内初　鳥取大学付属病院を拠点

　医師や看護師を乗せて救急現場に向かうドクターヘリの運航が26日始まり、鳥取大医学部
（米子市西町）で記念式典が行われた。
　ドクターヘリは救急医療に必要な機器を積み、医師らが同乗。ヘリ内で治療を始められ、病
院まで速やかに搬送できる。県内では初配備で、同大学医学部付属病院を拠点に半径70キロ、
県内全域と隣接する4県をカバー。公募により、愛称は「KANSAI・おしどり」に決まった。
　県が加入する関西広域連合が事業主体で、総事業費は5億8000万円。年間2億5000万円の運
営費は、ヘリを利用した件数に応じて各県が負担する。同病院では4月以降、医師と看護師18
人のスタッフで対応する予定で、年間約400件の出動を見込む。
　この日、同大学医学部体育館で行われた式典では、平井知事や同連合広域医療担当委員を務
める飯泉嘉門・徳島県知事らが出席。協定書に調印した後にテープカットして祝った。平井知
事は「これまで救えなかった命を救えるようになる。中山間地も空から飛んでいくことができ、
費用対効果も見込める」と述べた。

読売新聞（2018年3月27日）

救急自動通報システム「D-Call Net」の運用を
全国規模に拡大

（2018年6月15日プレスリリース）

　事故車～消防～基地病院を繋ぐ迅速な情報伝達システム、D-Call Netの本格的な運用が始
まった。HEM-Netは、トヨタ、ホンダ、日本緊急通報サービスと協力して、2015年11月から
D-Call Netの試験運用を実施してきたが、このほど、消防・協力病院をはじめとする関係機関
の協力の下、D-Call Net情報は全
消防本部（約730ヵ所）と約7割
のドクターヘリ基地病院（37/52
機、42/61病院）に提供できる体
制となった。今後は、新たなサー
ビス・プロバイダー（ボッシュ
サービスソリューションズ、プ
レミア・エイド）が参画して、輸
入車向けサービスを準備するこ
とになった。 （石川博敏理事）

座談会のあとに、3クラブ主催の、島根県ドクターヘリ導入促進運動10周年記念祝賀会が開催されました。
國松孝次会長と篠田伸夫理事長が挨拶をしました。

篠
田　
最
後
に
、
島
根
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
に
導
い
た

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
今
後
10
年
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
ど
の
よ
う
に
見
守
り
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

出
雲　
こ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
３
ク
ラ
ブ
が
も
っ
と
強
い
組
織
力

と
な
っ
て
、
島
根
の
救
急
医
療
に
３
つ
の
輪
、
３
本
の
矢
で

よ
り
深
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
支
援
に
関
わ
り
見
守
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。日

下　
本
日
の
式
典
で
、
我
々

３
ク
ラ
ブ
か
ら
島
根
県
立
中
央

病
院
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
用
ビ
デ

オ
喉
頭
鏡
と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
贈
呈
し
ま
す
。
そ
し
て
、
県

と
運
航
会
社
の
ご
厚
意
で
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
尾
翼
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
マ
ー
ク
と
３
ク
ラ
ブ
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は

　
　
今
後
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
応
援
団

名
前
を
入
れ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
日
本
中
ど
こ
に
も
な
い

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
な
り
、
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

持
田　
島
根
県
と
山
口
県
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
３
３
６
‐

Ｄ
地
区
で
、
３
３
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
奉
仕
活
動
と
し
て
ど
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
か
を
披
露
す
る
機
会
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
全
国
に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
す
か
ら
世
界
に

も
。

中
川　
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

篠
田　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
係
わ
り
に

つ
い
て
、
今
後
と
も
次
世
代
へ
伝
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
よ
う

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
島
根
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導

入
促
進
運
動
10
周
年
記
念
の
座
談
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
療
機
関
に
送
る
前
に
患
者
の
情
報
が
、
薬
も
含
め
、
受
け

入
れ
側
で
全
て
わ
か
る
。
患
者
が
病
院
に
着
い
た
と
き
に
は

既
に
準
備
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

篠
田　
そ
う
す
る
と
、
隣
県
だ
と
か
の
他
県
の
情
報
も
必
要

で
す
よ
ね
。

中
川　
国
が
よ
う
や
く
都
道
府
県
単
位
で
実
証
実
験
を
や
ろ

う
と
動
き
出
し
て
お
り
、
今
、
島
根
県
は
鳥
取
県
と
岡
山
県

と
で
お
互
い
に
で
き
る
よ
う
に
検
討
中
で
す
。
我
々
は
国
に

対
し
標
準
化
を
迫
っ
て
い
る
の
で
す
が
個
人
情
報
の
関
係
で

慎
重
で
す
。
と
は
い
え
、
国
も
、
学
校
の
検
診
情
報
や
各
保

険
会
社
、
会
社
の
健
康
診
断
と
か
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
一
人
の
患
者
さ
ん
に
関
す
る
情
報
を
全
部
一
元
管
理

し
よ
う
と
動
き
出
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
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小誌についてのご意見・ご感想をお寄せ下さい。 E-mail:hemnetda@topaz.plala.or.jp

HEM-Netへの寄付等は税の優遇措置が認められます
HEM-Netは、東京都から、運営組織や事業活動が適正であり、かつ公益の増進に資すると
認められた「認定NPO法人」です。HEM-Netは、一層充実した活動を行うため、その活動の
趣旨に賛同する方々からの寄付を募り、賛助会員を募集しております。「認定NPO法人」
への寄付には、下記のとおり、税法上の優遇措置が認められます。

個人の賛助会費は、一口・年間3,000円。法人の賛助会費は、一口・年間50,000円。個人・
法人とも、一口以上、何口でも結構です。賛助会員には、「HEM-Netグラフ」を始め、
HEM-Netが発刊する資料を送付する他、HEM-Netが主催するシンポジウム等のご案内
をいたします。ただ、HEM-Netの活動への参画をお願いすることはありません。

賛助会員の募集

HEM-Netは、2010年4月から、ドクターヘリ特別措置法にいう「助成金交付事業」
として、「ドクターヘリ支援事業」と呼称する事業を開始し、その事業に充てることを
目的に、「ドクターヘリ支援基金」を開設しました。「ドクターヘリ支援基金」への寄付は、
法人・団体は一口500,000円、個人は一口3,000円です。現在、行われているドクター
ヘリ支援事業は、ドクターヘリ運航基地病院における安全研修会開催助成事業、ドクター
ヘリ搭乗医師・看護師等研修助成事業および調査研究助成事業です。

ドクターヘリ支援基金 寄付の募集

寄付金のお願いと賛助会員の募集

寄付の募集

個人の方々からの寄付金は「特定寄付金」
に該当し、寄付者のその年の寄付金の支
出額から2,000円を控除した額を、寄付
者のその年分の所得金額等の合計額から
控除することができます。

● 個人の場合 ●
法人からの寄付金は、特定公益増進法人
への寄付と同様に取り扱われ、その年の
損金算入限度額の範囲内で、損金算入す
ることができます。

● 法人の場合 ●

お手続きの方法

事務局から「申込み書」をご送付申し上げ
るなど、所要の手続きをとらせていただき
ます。
TEL 03-3264-1190   FAX 03-3264-1431
E-Mail : hemnetda@topaz.plala.or.jp

● HEM-Net事務局に ●
直接お問い合わせ

● HEM-Netホームページ ●

http://www.hemnet.jp/に
アクセスし、そこに示された手順に従って、
お手続きください。
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